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株
式
会
社
足
利
フ
ラ
ワ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
経
営
と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た

り
足
利
商
工
会
議
所
の
活
動
に
携
わ

り
、
平
成
22
年
か
ら
会
頭
、
現
在
は

特
別
顧
問
を
務
め
ら
れ
、
同
会
議
所

の
発
展
と
地
域
商
工
業
の
活
性
化
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

24
年
に
足
利
市
観
光
協
会
会
長
に
就

任
し
、
卓
越
し
た
指
導
力
で
新
た
な

事
業
を
次
々
と
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
、

本
市
の
観
光
客
数
は
年
々
増
加
し
、

平
成
30
年
に
は
過
去
最
高
を
記
録
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
足
利
市
中
小

企
業
対
策
審
議
会
会
長
、
足
利
市
勤

労
者
表
彰
審
査
会
会
長
な
ど
各
方
面

で
活
躍
し
、
本
市
の
産
業
界
全
体
の

振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
か
ら
福
富
町
１
丁
目
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
、
家
庭

で
の
火
災
予
防
知
識
の
習
得
と
地
域

全
体
の
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
に

尽
力
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
の
礎
を
築
き
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
に
は
、
足

利
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

会
長
に
就
任
さ
れ
、
創
意
工
夫
と
改

善
に
目
を
向
け
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
栃
木

県
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
副
会

長
と
し
て
、
本
市
は
も
と
よ
り
栃
木

県
の
消
防
・
防
災
の
指
導
者
と
し
て

活
動
さ
れ
、
市
域
を
越
え
た
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

税
理
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
中
、

平
成
10
年
に
足
利
市
監
査
委
員
に
就

任
。
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
財
務
、

経
営
管
理
を
監
査
す
る
立
場
か
ら
、

本
市
の
財
務
事
務
の
適
正
な
執
行
と

行
政
の
効
率
的
、
合
理
的
そ
し
て
適

法
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
代
表
監
査
委
員
と
し
て
、
定
例

監
査
、
現
金
出
納
検
査
、
決
算
審
査

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
監
査
に
お
い
て

企
業
経
営
に
精
通
し
た
豊
富
な
知
識

と
経
験
に
基
づ
く
的
確
な
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
常
に
新
し
い
視
点
で

行
政
運
営
に
対
し
て
も
助
言
を
な
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
の
財
務
管
理
の
適

正
な
執
行
と
市
政
の
健
全
な
運
営
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
の
各
分
野
で
長
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
方
や
、

公
共
の
福
祉
の
た
め
に
寄
附
さ
れ
た
方
な
ど
を
、
市
の
条
例
に

基
づ
き
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
表
彰
を
受
け
る
方
は
、
功
労

者
12
人
、
功
績
者
92
人
、
徳
行
者
５
人
で
す
。
特
に
功
労
の
顕

著
な
一
号
功
労
者
３
人
を
ご
紹
介
し
ま
す（
順
不
同
）。

秘書広報課
☎⑳２１０１

（朝倉町）
早
はや

川
かわ

慶
けい

治
じ

郎
ろう

さん

（福富町）
河
かわ

内
ち

靜
しず

子
こ

さん

（有楽町）
岩
いわ

﨑
さき

　 勝
まさる

さん

産 業 功 労

防 災 功 労

公 益 功 労

開通します！

市道鹿島山下通り
（山前アンダー）

開通日時　５月２４日㈰
　　　　　午後２時

道路河川整備課
☎⑳２１８８

▶画像左＝イメージ図
　　　右＝位置図

山前小

山前
公民館

山前駅

至鹿島橋
山前アンダー



広報 あしかがみ　2020.5

Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談

3

和泉　聡

す
。
こ
れ
は
誠
実
さ
の
問
題
な
ん
で

す
。
こ
ん
な
考
え
方
は
笑
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
ペ
ス
ト

と
戦
う
唯
一
の
方
法
は
、
誠
実
さ

と
い
う
こ
と
で
す
」と
語
る
リ
ウ
ー
。

ラ
ン
ベ
ー
ル
が「
ど
う
い
う
こ
と
で

す
、
誠
実
さ
っ
て
い
う
の
は
？
」と

問
い
返
す
と
、
リ
ウ
ー
は「
僕
の
場

合
に
は
、
つ
ま
り
自
分
の
職
務
を
果

た
す
こ
と
だ
と
心
得
て
い
ま
す
」。

　

危
機
に
直
面
す
る
と
、
指
導
者
た

ち
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
が

叫
ば
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
か
、

も
し
か
す
る
と
、
そ
れ
以
上
に
、
危

機
に
こ
そ
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分

の
職
務（
＝
役
割
）に
誠
実
に
向
き
合

う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
だ

と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

　

感
染
か
ら
自
分
や
家
族
を
守
る
た

め
に
や
れ
る
こ
と
は
何
か
。
ま
ち
や

社
会
を
守
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は

何
か
。
社
会
経
済
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を

最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
で
き
る
こ

と
は
何
か
。

　

情
報
や
風
評
の
渦
に
翻
弄
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
冷
静
に
自
分
の
役
割
に

誠
実
に
向
き
合
う
。
そ
の
力
が
い
ま

試
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
も
思
っ
た
の

で
し
た
。 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
で
、

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
が
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
危
機
に
直
面
す
る
な

か
、
感
染
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説

や
映
画
が
よ
く
売
れ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

作
家
ジ
ョ
ゼ
・
サ
ラ
マ
ー
ゴ
の『
白

の
闇
』、
ダ
ス
テ
ィ
ン
・
ホ
フ
マ
ン

主
演
の
映
画『
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
』…
。

私
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
カ
ミ
ュ
が

書
い
た『
ペ
ス
ト
』（
新
潮
文
庫
、
宮

崎
嶺
雄
訳
）を
読
み
ま
し
た
。 

　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
オ
ラ
ン
市
で
、

あ
る
朝
、
医
師
の
リ
ウ
ー
は
ネ
ズ
ミ

の
死
体
を
発
見
す
る
。
そ
し
て
原
因

不
明
の
熱
病
患
者
が
続
出
し
、
ペ
ス

ト
が
ま
ん
延
し
て
い
く
。
外
部
と
隔

離
さ
れ
た
中
で
、
必
死
に
戦
う
市
民

の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　

印
象
的
だ
っ
た
場
面
は
、
主
人
公

の
リ
ウ
ー
と
新
聞
記
者
ラ
ン
ベ
ー
ル
と

の
や
り
と
り
で
し
た（
同
書
２
４
５

ペ
ー
ジ
）。「
今
度
の
こ
と
は
、
ヒ
ロ

イ
ズ
ム
と
い
う
問
題
じ
ゃ
な
い
ん
で

市長コラム
No.077

誠
実
さ
こ
そ

　３月９日㈪、足利市消防団が
消防庁長官より防災功労者表彰
を受章しました。
　昨年の台風１９号に際し、記
録的豪雨により市内各地におい
て道路や住宅の冠水・浸水被害
などが相次ぐ中、水防活動をは
じめ河川の堤防巡視や広報、救
助活動などの実績が認められ、
受章されたものです。
　代表受章者の小宮文雄団長は、

「大変名誉ある賞を受章するこ
とができ光栄です。現状に満足
することなく、これからも災害
に強い安全安心のまちづくりに
まい進していきたい」と語って
いました。

足利市消防団
　２月１７日㈪、身体障害者等社
会参加促進功労者として厚生労
働大臣表彰を受賞しました。星
野さんは点字に興味を持ち、点
訳講習会を受講。講習会を修了
した仲間と平成５年に点訳サー
クル『あいの会』を立ち上げ、あ
しかがみをはじめとするさまざ
まな書物を点訳し、視覚に障が
いのある方へ提供してきました。
　これだけ長い間続けてこられ
たのは「点字への理解が深まっ
て い く の が 楽 し か っ た か ら 」。
現在の会員数は約５０人。自分
の健康が続く限り若い会員たち
を育てていく事が今の抱負だそ
うです。

星野 喜以子さん

▲小宮文雄団長

▲星野 喜以子さん


